
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回中警察署協議会（定例会）

令和５年12月11日（月）
午後３時から午後５時までの間

日 時 ・ 場 所

中警察署体育場

１ 委員
江坂 正光 会長 香川 絢子 副会長
山田 香 委員 林 洋子 委員
千野 広仁 委員 髙木 賢一朗 委員
市村 益生 委員 山本 恭久 委員
藤村 徹 委員 山名 孝也 委員
板尾 彩未 委員 滝川 亜弥 委員

以上12名（定数15名）

出 席 者 ２ 警察署員
渡辺署長 岡﨑副署長 松原警務課長
中井地域課長

以上４名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等
１１０番通報の適正利用

１１０番通報の適正利用、♯９１１０に関する広報啓発の強化
・ あらゆる警察活動、ＳＮＳ等を活用しての世代に合った

答申等の概要 広報啓発
・ 行政等と連携した広報啓発
・ 緊急性のある通報と不要、不急な通報との境目の判断基
準に重点を置いた広報啓発

そ の 他 次回開催予定日 令和６年２月下旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶及び各種報告

(1) 犯罪発生概要

(2) 交通事故発生状況

３ 前回答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

優秀な人材確保のための採用募集活動について

(2) 答申事項

ア 幼少期からの幅広い世代を対象とした警察の魅力発信及びキャリア教

育の拡充

イ 採用予定者に対する辞退防止活動の継続

(3) 施策の推進状況（警務課長説明）

ア 答申事項アについて

(ｱ) 高校生に対するキャリア教育及び採用広報

・ 金山総合駅構内において、管内高校の生徒と共同作成した「闇バ

イト防止」のリーフレットを同校の学生とともに配布して広報啓発

を実施

・ 職場体験を目的とした授業カリキュラムとして来署した県内高校

の学生に鑑識等の体験型キャリア教育を実施

・ 管内高校の文化祭において採用広報ブースを設置し、採用広報動

画等を活用して視覚に訴える手法によりキャリア教育及び採用広報

を実施
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

(ｲ) 管内スポーツクラブに所属する小学生及びその保護者に対する警察

の魅力発信

管内陸上クラブ及び少年野球クラブの練習に当署員が参加して魅力

発信を実施

(ｳ) イベントにおける採用広報

管内歩行者天国イベントにおいて当署広報ブースを設置し、採用広

報を実施するとともに主に小学生以上の若年層を対象とした鑑識体験

等によるキャリア教育を実施

イ 答申事項イについて

(ｱ) 二次試験受験辞退防止活動の実施

第２回警察官採用試験の一次試験合格者の内、当署が採用募集活動

により獲得した18名に対し電話連絡し、受験者の不安解消等を目的と

した二次試験受験防止活動を実施した。

(ｲ) 採用試験最終合格者への署長からの書簡送付

第１回警察官採用試験最終合格者に向け、署長からのお祝いのメッ

セージを添えた書簡を送付

(ｳ) 警察学校見学会

第１回採用試験最終合格者の内、採用に応諾している７名を対象に、

採用前の不安解消及び合格者同士の交流を目的とした警察学校見学会

を開催し、施設や授業風景等の案内を実施

ウ その他

（ｱ) 採用広報動画の配信
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

管内企業に協力依頼し、大型モニターにおいて採用広報動画の配信

を実施

（ｲ）Ｘ（旧Ｔｗｉｉｔｅｒ）への投稿

若年層へのアピールを意識し、イベント等における各種採用募集活

動の様子を随時Ｘに投稿

４ 諮問

(1) 諮問事項

１１０番通報の適正利用

(2) 諮問事項の設定理由

１１０番は緊急通報のための専用電話だが、１１０番通報の約４分の１

が相談や問合わせなどの不要、不急の通報が占めており、真に緊急を要す

る通報への対応に影響を及ぼしかねない状況にある。

そこで、「１１０番通報の適正利用」について諮問し、今後の効果的な

広報啓発活動に繋げていく。

５ 協議

委員 ・ ♯９１１０を小学校等の学校教育の中や、警察に密着したテレビ

番組の中で周知を図ることが効果的だと思う。

・ 外国人向けに外国語による適正な１１０番通報に関するリーフレ

ット等の活用も必要だと思う。

・ 定期的に携帯電話の機種変更をする方が多いので、携帯電話ショ

ップに働き掛けして♯９１１０の認知度を高める広報をしてみては

どうか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 過去に路上に人が倒れていることで１１０番通報をしたことがあ

るが、１１０番通報か消防への１１９番通報かどちらに通報するか

迷う場合がある。

警察 ・ 警察官にすぐに現場に駆けつけてほしい事件、事故のときは１１０

番通報してもらえばよい。

・ 警察本部の通信指令室は消防本部の指令と連携しているため、必

要性があれば警察と消防で通報内容を情報共有している。

委員 ・ 警察署、♯９１１０、各種相談窓口の電話番号一覧を保存版とし

て各家庭に配布できれば不要、不急な１１０番通報が減ると思う。

・ 不要、不急な１１０番通報の具体例を挙げた広報が必要だと思う。

委員 ・ １１０番通報の件数の多さに驚いたが、裏を返せば警察は市民か

ら信頼されているとも言える。

不要、不急な１１０番通報に対応する警察官は大変だと思うが、

そんな信頼を受けていることを誇りに思ってほしい。

委員 ・ 水道業者のマグネットがよく配布されるが、同じように日常生活

の中で目につくように♯９１１０を周知するとよいと思う。

委員 ・ １１０番、１１９番は子供の頃から教育を受けてきたが、♯９１

１０の教育は受けた記憶がない。

・ 世代に合わせて、♯９１１０をＳＮＳ、イベント、巡回連絡等で

地道に広報啓発活動をしていくしかないと思う。

委員 ・ 我々委員も含め、♯９１１０の存在が広く知られていないのが現

実であるので、警察のみでなく県や市等の行政機関と連携した広報
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

啓発も必要だと思う。

委員 ・ ♯９１１０を高齢者に周知するため、喫茶店等の高齢者が集う場

所にチラシを掲示したらよいと思う。

・ １月１０日の１１０番の日以外にも広報啓発に力を入れてほしい。

委員 ・ 警察の防犯講話等の際に、♯９１１０の広報も加えてほしい。

委員 ・ 市が発行する広報誌は影響力が大きいはずなので、♯９１１０を

掲載してもらうことができれば市民の認知度も格段に上がるはずで

ある。

委員 ・ 一般市民からすると緊急性のある通報と不要、不急な通報の境目

が判断しづらいため、その判断基準に重点を置いた広報が必要にな

ってくる。

６ 答申

１１０番通報の適正利用、♯９１１０に関する広報啓発の強化

・ あらゆる警察活動、ＳＮＳ等を活用しての世代に合った広報啓発

・ 行政等と連携した広報啓発

・ 緊急性のある通報と不要、不急な通報との境目の判断基準に重点を置

いた広報啓発

７ その他

（1）懲戒処分事案の説明

令和５年10月に建造物侵入及び器物損壊被疑者として逮捕された当署

交通課員に係る懲戒処分について署長より説明を行った。

(2) 次回の開催予定は、令和６年２月下旬とする。


